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平成21年度地域情報通信基盤整備推進交付金事業における整備計画の事後評価

③市町村名 神津島村 ④事業主体 神津島村

⑤所管部署 総務課情報通信係 ⑥評価者名 鈴木　敦

①事業名 平成21年度地域情報通信基盤整備推進交付金事業 ②連絡先 
TEL 04992-8-0011

Mail jyouhou@vill.kouzushima.tokyo.jp

204,793千円

⑫交付金額 68,264千円

⑬整備対象地域 神津島村全域（別紙のとおり）

⑭条件不利地域 辺地（神津島村全域）

⑦公表方法及び時期

事業の概要　

⑧事業年度 H２１年度　（当初） ⑨事業完了日 平成22年8月27日

⑩総事業費 289,170千円
⑪補助対象事業費

⑮事業の内容

　神津島村では地デジ化と施設の大規模改修を行い地上デジタル放送の難視
聴地域の解消、ＢＳ・ＣＳ１１０°デジタル放送により、地域間の情報格差の是正
と地域の活性化を図った。また、住民のニーズに即した自主放送を提供すること
により、当該地域の一体化を促進した。
　同時に自主放送のデジタル化も行いHD画像での映像品質の向上を図った。
また、災害時の港湾状況の把握、日々の港湾波浪状況を確認するため港湾カメ
ラを整備、ライブ映像を自主放送で配信することにより安全性の向上を図った。

BB

⑯サービス開始日 平成22年8月27日
⑰サービス形態 公設民営（IRU）
⑱契約先 △△電気通信株式会社

⑲整備計画時の目標 ⑳実績
初年度 最終 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末 H27年度末

加入世帯数
整備地域の世帯数
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㉑サービス開始日 平成22年7月30日
㉒サービス形態 公設民営（共聴組合）
㉓契約先 神津島テレビ聴視者組合

加入率（％）

㉔整備計画時の目標 ㉕実績
初年度 最終 H23年度末 H24年度末 H25年度末 H26年度末 H27年度末

858 861
加入世帯数 862 863 836 853 842 858 861

整備地域の世帯数 862 863 836 853 842

100% 100%加入率（％） 100% 100% 100% 100% 100%
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ＢＢ ＣＡＴＶ

⑳提供サービス内容
及び料金

加入料：25,000円（新規引込工事分）
月額　　1200円
（自主放送、再放送サービス）
※あくまでもテレビ聴視者組合の維持
管理として村民に負担を求めているも
のである。自主放送に関しては無料放
送。

㉔評価及び課題

目標である加入率１００％カバーは達成されている。地デジ、BS・CS放送に関す
る課題はないが、自主放送に関しては番組の質の向上、港湾カメラに関しては
夜間確認できない、またカメラの設置個所増設の要望が村民から上がってい
る。

ＢＢ ＣＡＴＶ

㉕今後の取組
及び

方向性

平成28年度海底光ケーブルが陸揚げさ
れる予定である。本事業の芯線の一
部、あらたに増設する光ファイバーに
よって今年度超高速ブロードバンド化を
実現予定である。

自主放送の内容充実を図る。また、今
年度港湾カメラの設置個所を1ヵ所増
設する予定である。

㉑これまでの加入促
進の取組

神津島村は難視聴地区であるため全村共聴施設を利用しないとテレビを受信で
きない。共聴施設の利用率は１００％である。

㉒成果

・施設が同軸ケーブルから光ファイバーに変わったことにより電気的な故障によ
る停波が無くなった。
・パススルーによる地デジ、BS・CSデジタル放送の配信により受信できる内容が
充実した。
・アナログ波停止による地デジ移行が円滑に行われ、地デジ難視者を出さずに
移行が完了した。
・自主放送のHD化により映像品質が向上し放送の付加価値が高まった。
・港湾カメラ映像のライブ配信により安全性が向上した。

㉓効果

・故障頻度が少なくなったことにより住民がストレスなく安心してテレビを視聴で
きるようになった。
・個別でアンテナ設置の必要が無くなり村民が気軽に多チャンネル放送を楽し
むことができるようになった。
・自主放送のHD化により各種イベントでの村民の表情等を鮮明に放送できるよ
うになり、また配信コンテンツの向上により村民の自主放送に関する関心度が
高まった。
・台風、津波等の災害発生時に自宅で港内状況、波浪状況の確認が可能となり
危険を冒さず船舶等の確認ができるようになった。


